











































































































表 1 インシデント発生の時期と主な原因 ･誘因
インシデントの種類 実習期間と発生時期 主な原因 .誘因
2午吹前期 (∋廊下の段差につまづき転ぶ 基礎実習Ⅲ 3週間実習の3週目 ･知識不足
②手すり使用歩行で転びそうになる 基礎実習Ⅲ 3週間実習の3週日 ･知識不足
③清拭時点滴ボトルからセットを抜針 基礎実習Ⅲ 3週間実習の3週目 ･知識不足
④シーツ交換時患者のコップを破損 老人(老年)基礎実習 4週間実習の2週目 ･技術が不正確
2 ⑤洗髪台からずり落ちそうになる 小児実習 3週間実習の3週目 ･状況判断が不適切
午吹後期 ⑥自己血糖測定用の針で指を刺す 成人(慢性期)実習 3週間実習の3週目 ･確認不足⑦剃刀の刃で刺傷 急 .回復期)実習 2
3午吹 ⑧息児が廊下で走り滑る 小児実習 3週間実習の3週目 ･状況判断が不適切
⑨消毒液の選択違い 成人(急性 .回復期)実習 3週間実習の3週目 ･思い込み
⑲消毒液の選択違い 成人(急性 .回復期)実習 3週間実習の2週目 ･思い込み
⑪手すりを持ち患者が脚を蹴り上げた拍子に滑る 成人(慢性期)実習 3週間実習の2週目 ･状況判断が不適切
前期 ⑫持っていた点滴台がすべり転ぶ 小児実習 3週間実習の1週目 ･状況判断が不適切
⑬清拭時点滴ボトルからセットを抜針 成人(急性 .回復期)実習 3週間実習の1週目 ･知識不足
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